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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

対象鳥獣 
イノシシ、ニホンザル、カラス、ハクビシン、タヌキ 

サギ類、ツキノワグマ、ニホンジカ、 

 
計画期間  令和５年度～令和７年度 

対象地域  富山県黒部市 

 
 
２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（令和４年度(見込み)） 

鳥獣の種類 
被害の現状 

品目 被害数値 

イノシシ  水稲 23万円、0.46ha 

ニホンザル 
水稲、麦類、豆類、 

野菜、いも類 
  49万円、1.38ha 

カラス 果樹、野菜   25万円、0.07ha 

ハクビシン 

タヌキ 
果樹   6万円、0.01ha 

サギ類 ― ― 

ツキノワグマ ― ― 

ニホンジカ ― ― 
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（２）被害の傾向 

①  イノシシ 

近年では、中山間地域における水稲被害は減少傾向にはあるものの、未だ出

穂期から収穫期にかけての“ぬたうち”や“掘り起こし”による農作物被害の

他、畦畔や農業用水等の生産基盤への被害も発生している。 

また対策を継続していかなければ、個体数の増加、生息域の拡大がすすみ、

山間地から離れた地域での人身被害や農作物被害も懸念される。 

（被害額：令和２年度 60万円、令和３年度 29万円、令和４年度 23万円(見込み)） 

 

②  ニホンザル 

侵入防止柵の整備を進めてきているが、隣接する樹木から張り出した枝や

林道などの開口部等から侵入されている部分もあり、農作物の被害報告のほ

か住宅地にある柿などの果樹や家庭菜園被害も度々報告されている。 

また出没頻度が増加してきており、住民や鳥獣被害対策実施隊員による追

い払い・追い上げ活動が行き届かないこともあり、ヒト慣れがすすみ、家屋

への侵入、食べ物の窃盗、威嚇行為等被害も報告されている。 

（被害額：令和２年度 18万円、令和３年度 ８万円、令和４年度 49万円(見込み)） 

 

③  カラス 

水稲や果樹、家庭菜園への被害が見られる。 

市街地をねぐらとしており、周辺では多数のカラスによる糞害や騒音被害

が深刻である。 

（被害額：令和２年度 0万円、令和３年度 0万円、令和４年度 25万円(見込み)） 

 

④ ハクビシン、タヌキ 

これまでの家庭菜園への被害に加え果樹への被害が確認されている。 

人家の屋根裏をねぐらとすることもあり、騒音や異臭被害を発生させる。 

（被害額：令和２年度 0万円、令和３年度 0万円、令和４年度 ６万円(見込み)） 

 

⑤ サギ類 

アユなどの放流魚への食害のほか、田植え後の水稲苗の踏み込み被害も発

生している 

（被害額：令和２年度 0万円、令和３年度 0万円、令和４年度 0万円(見込み)） 

 

⑥  ツキノワグマ 

近年、農作物被害は発生していないが、集落周辺に出没するケースは少な

くない。とくにツキノワグマが主食とする堅果類が凶作である年は、人家周

辺への出没回数が増える傾向にあり、令和元年度は人身被害が１件発生した。

（出没件数：令和２年度 50件、令和３年度 6件、令和４年度 21件(見込み)） 

 

⑦  ニホンジカ 

個体数の増加、生息域の拡大している。現在、被害報告はあがっていない

が、今後、農作物被害や林業被害が懸念される。 

（被害額：令和２年度 0件、令和３年度 0件、令和４年度 0件(見込み)） 
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（３）被害の軽減目標 

① イノシシ 

指標 現状値（令和４年度） 目標値（令和７年度） 

被害金額 23万円 16万円 

被害面積 0.46ha 0.32ha 

 

② ニホンザル 

指標 現状値（令和４年度） 目標値（令和７年度） 

被害金額 49万円 34万円 

被害面積 1.38ha 0.96ha 

 

③ カラス 

指標 現状値（令和４年度） 目標値（令和７年度） 

被害金額 25万円 17万円 

被害面積 0.07ha 0.04ha 

 

④ ハクビシン、タヌキ 

指標 現状値（令和４年度） 目標値（令和７年度） 

被害金額 6万円 4万円 

被害面積 0.01ha 0.01ha 

 

⑤ サギ類 

指標 現状値（令和４年度） 目標値（令和７年度） 

被害金額 0万円 0万円 

被害面積 0ha 0ha 

 

⑥ ツキノワグマ 

指標 現状値（令和４年度） 目標値（令和７年度） 

人身被害件数 0件 0件 

被害金額 0万円 0万円 

被害面積 0ha 0ha 

 

⑦ ニホンジカ 

指標 現状値（令和４年度） 目標値（令和７年度） 

被害金額 0万円 0万円 

被害面積 0ha 0ha 
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（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

 捕獲等 

 に関す 

 る取組 

・鳥獣被害対策実施隊が銃器及び

わなによる有害捕獲を実施。 

・担い手不足に備え、農業者等の

わな猟等の狩猟免許の取得・更

新を支援している。 

・イノシシ捕獲檻、ニホンザル捕

獲檻、カラス捕獲檻等を整備

し、運用している。 

・捕獲鳥獣は、原則的に市役所が

引き取ったのち焼却処分とし

ているが、イノシシに関しては

獣肉加工施設へ搬入するよう

取組んでいる。 

・わなの数量と捕獲技術向上が

必要。 

・近い将来、猟友会員の大量引退

により、銃器を扱える担い手の

激減が予想されることから、狩

猟免許の取得推進及び担い手

育成が必要である。 

・獣肉加工施設を整備したこと

に伴い、今後はジビエの普及と

利活用を推進していく必要が

ある。 

 防護柵 

 の設置 

 等に関 

 する取 

 組 

・被害発生集落における侵入防止

柵の整備（鳥獣被害防止総合対

策交付金等）。 

・家庭菜園等への侵入防止柵設置

資材費補助（市単独。個人に対

し1/2補助）。 

・爆竹やロケット花火の無償配布

やエアガンの貸出を実施し、住

民自らによる追い払い活動を

支援（市単独） 

 

・侵入防止柵の整備や管理方法の

不備が原因とみられる侵入事

例があり、技術指導や現地点検

等の強化が求められる。 

・ニホンザルに対する爆竹やロケ

ット花火による追い払い効果

が薄れている。また、ニホンザ

ルの行動が大胆になってきて

いる。 

・個別に電気柵を整備している地

域があることから、効率的に電

気柵が整備されるよう地域一

体となった取り組みを推進す

る必要がある。恒久柵の設置後

は、管理通路を設けるなど管理

の徹底を図る必要がある。 

生息環 

境管理 

その他 

の取組 

・里山再生整備事業やカウベルト

事業等の緩衝帯整備。 

・黒部市広報媒体や印刷物配布に

よる放任果樹の除去等の呼び

かけ。 

・草刈りなどの緩衝帯整備におい

て、定期的な点検を実施するな

ど、管理の徹底を図る必要があ

る。 
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（５）今後の取組方針 

黒部市有害鳥獣対策協議会を活動主体として、地域ぐるみで鳥獣害対策に取

り組んでいくことを基本方針とし、 

・目標年度における被害の軽減目標を、現状値（令和４年度）に対して30％相当

の減少値とし、被害金額は71万円以下、被害面積は1.33ha以下を目指す。 

・サギ類、ニホンジカに関しては、現在は被害額としてはほとんどないが、今後

の生息数増加に伴う被害を防止するため、被害ゼロを目標とする。 

・ツキノワグマに関しては、人身被害の発生を現状値（令和４年度）の0件であ

り、目標年度まで毎年0件を目指す。 

・被害が新たに発生した地区については、侵入防止柵の整備を促進し、被害の減

少と野生鳥獣の生息域拡大防止に努める。 

・侵入防止柵整備済集落については、野生鳥獣の侵入を可能な限り防ぐため、研

修や広報媒体等により適切な侵入防止柵の管理方法を徹底させる。 

・各地区の狩猟免許取得者を有害捕獲の担い手として育成していく。 

・猟友会員とわな猟免許を取得した農業者等の連携を図り、効率的な捕獲体制を

構築する。 

・ニホンザル対策として、被害防除方法を見直し、従来の花火等に加えエアガン

の活用による組織的な追い払い・追い上げ等を実施する。 

・住民が主体となって自らが考え被害防止対策に取り組んでいくため、住民を対

象とした研修会や説明会などを開催し、生息環境管理の必要性について、住民

に理解を促し、意識改革を行っていく。 

・ジビエの普及と利活用を推進していく。 
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３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 
（１）対象鳥獣の捕獲体制 

黒部市鳥獣被害対策実施隊による有害捕獲を行う。 

実施隊員は73名、うち民間隊員65名（猟友会員35名、地区住民等30名）、市職

員8名で構成する。（狩猟免許取得者は69名） 

 

構成員の役割は原則次の通りとする。 

・民間隊員 (猟友会員)……銃器及びわなを用いて広域的な捕獲を行う。 

・民間隊員 (農業者及び地区住民)……わなを用いて、専ら自らの集落や圃場

で捕獲を行う。 

・黒部市職員……民間隊員の捕獲の補助業務を行う。 

（捕獲檻・わなの貸与等） 

 
（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

５ 

イノシシ 
ニホンザル 
カラス 
ハクビシン 
タヌキ 
サギ類 
ニホンジカ 

・捕獲檻購入 
・くくりわな購入 
・捕獲技術の向上に関する研修 

６ 

イノシシ 
ニホンザル 
カラス 
ハクビシン 
タヌキ 
サギ類 
ニホンジカ 

・捕獲檻購入 
・くくりわな購入 
・捕獲技術の向上に関する研修 

７ 

イノシシ 
ニホンザル 
カラス 
ハクビシン 
タヌキ 
サギ類 
ニホンジカ 

・捕獲檻購入 
・くくりわな購入 
・捕獲技術の向上に関する研修 
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（３）対象鳥獣の捕獲計画 

  捕獲計画数等の設定の考え方 

① イノシシ 

「富山県イノシシ管理計画」に基づき、中山間地域を中心に積極的な捕獲を推

進する。捕獲計画数は、近年の捕獲実績から今後の個体数増加を見越して設定す

る。 

捕獲実績：令和２年度 146頭、令和３年度 131頭、令和４年度 143頭(見込み) 

 

② ニホンザル 

「富山県ニホンザル管理計画」で設定される捕獲目標数に基づいて生息群ごと

に計画的な捕獲を行う。 

捕獲実績：令和２年度 96頭、令和３年度 44頭、令和４年度 53頭(見込み) 

 

③ カラス 

過去の捕獲実績数より捕獲計画数を設定したが、糞害や騒音被害の報告が

多く寄せられることから、銃器使用により捕獲の強化を行う。 

  捕獲実績：令和２年度 10羽、令和３年度 8羽、令和４年度 4羽(見込み) 

 

④ ハクビシン､タヌキ 
近年、果樹への被害も多く確認されていることから捕獲強化を図ることとし、

捕獲計画数を設定する。 

捕獲実績：令和２年度 8頭、令和３年度 11頭、令和４年度 6頭(見込み) 

 

⑤ サギ類 
一部の漁業関係被害や田植え後の踏み込みなど、被害額としてはほとんどな

いが、生息数の増加に伴う被害拡大につながりかねないため、捕獲実績ベースの

捕獲計画数とし、適切に捕獲を行う。 

捕獲実績：令和２年度 1羽、令和３年度 3羽、令和４年度 0羽(見込み) 

 

⑥ ツキノワグマ 

人身被害が避けられない場合に緊急的な捕獲をするか、奥山放獣を想定したわ

な捕獲を行うものとし、捕獲数は、「富山県ツキノワグマ管理計画」で設定され

た捕獲可能数を超えない範囲とする。 

捕獲実績：令和２年度 7頭、令和３年度 1頭、令和４年度 2頭(見込み) 

 
⑦ ニホンジカ 
今後、市内における個体数増加と被害の発生が予想され、「富山県ニホンジ

カ管理計画」に基づき、捕獲の強化を行う。捕獲計画数は、今後の個体数増加を

見越して設定する。 
捕獲実績：令和２年度 42頭、令和３年度 50頭、令和４年度 32頭(見込み) 
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対象鳥獣 
 捕獲計画数等 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

イノシシ 250頭 250頭 250頭 

ニホンザル 
「富山県ニホンザル管

理計画」による 
「富山県ニホンザル管

理計画」による 
「富山県ニホンザル管

理計画」による 

カラス 1,000羽 1,000羽 1,000羽 

ハクビシン 

タヌキ 
30頭 30頭 30頭 

サギ類 50羽 50羽 50羽 

ツキノワグマ 
「富山県ツキノワグマ

管理計画」による 

「富山県ツキノワグマ

管理計画」による 

「富山県ツキノワグマ

管理計画」による 

ニホンジカ 60頭 60頭 60頭 

捕獲等の取組内容 

  銃器（ライフル銃、散弾銃、空気銃）及びわな（箱わな、くくりわな）を使

用し、野生鳥獣の活動が活発になる春から秋にかけて、被害が発生する中山

間地域を中心に捕獲する。上表記載の鳥獣については、年間を通じて有害捕

獲を行うが、ニホンザルは、「富山県ニホンザル管理計画」で設定された捕獲

目標数に基づいて捕獲を実施する。また、ツキノワグマは「富山県ツキノワグ

マ管理計画」で設定された捕獲上限数を超えない範囲で捕獲を実施する。 

 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

 より効率的に捕獲するため、ライフル銃を使用した捕獲に取り組む。 

 

（４）許可権限委譲事項    

 対象地域 対象鳥獣 

 該当なし 該当なし 
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４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項 
（１）侵入防止柵の整備計画 

 対象鳥獣 
 整備内容 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

イノシシ 
電気柵2段 

L=5,000ｍ 

電気柵2段 

L=5,000ｍ 

電気柵2段 

L=5,000ｍ 

ニホンザル 

（イノシシ兼用） 

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵 

＋電気柵5段 

L=5,000ｍ 

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵 

＋電気柵5段 

L=5,000ｍ 

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵 

＋電気柵5段 

L=5,000ｍ 

 

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 

 

取組内容 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

ｲﾉｼｼ 
ﾆﾎﾝｻﾞﾙ 
ﾆﾎﾝｼﾞｶ 

・侵入防止柵の整備

及び管理を適切に行

うための指導。 

・住民自らによる追

い払い活動支援。 

・侵入防止柵の整備

及び管理を適切に行

うための指導。 

・住民自らによる追

い払い活動支援。 

・侵入防止柵の整備

及び管理を適切に行

うための指導。 

・住民自らによる追

い払い活動支援。 

 

 

５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項 

年度 対象鳥獣 取組内容 

５ 

･ｲﾉｼｼ   ･ﾀﾇｷ 
･ﾆﾎﾝｻﾞﾙ  ･ｻｷﾞ類 
･ｶﾗｽ   ･ﾆﾎﾝｼﾞｶ 
･ﾊｸﾋﾞｼﾝ  ･ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ 

・緩衝帯整備 
（里山再生整備事業、カウベルト事業等） 

・放任果樹等の除去呼びかけ 

・その他被害対策の周知活動 

６ 

･ｲﾉｼｼ   ･ﾀﾇｷ 
･ﾆﾎﾝｻﾞﾙ  ･ｻｷﾞ類 
･ｶﾗｽ   ･ﾆﾎﾝｼﾞｶ 
･ﾊｸﾋﾞｼﾝ  ･ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ 

・緩衝帯整備 
（里山再生整備事業、カウベルト事業等） 

・放任果樹等の除去呼びかけ 

・その他被害対策の周知活動 

７ 

･ｲﾉｼｼ   ･ﾀﾇｷ 
･ﾆﾎﾝｻﾞﾙ  ･ｻｷﾞ類 
･ｶﾗｽ   ･ﾆﾎﾝｼﾞｶ 
･ﾊｸﾋﾞｼﾝ  ･ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ 

・緩衝帯整備 
（里山再生整備事業、カウベルト事業等） 

・放任果樹等の除去呼びかけ 

・その他被害対策の周知活動 
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６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるお

それがある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

 構成機関の名称  役割 
黒部市鳥獣被害対策実施隊 緊急時又は緊急事態が想定される状況下でのパ

トロール及び捕獲。住民の避難誘導。住民への注意

喚起。関係機関との連絡及び調整。 

富山県黒部警察署 緊急時又は緊急事態が想定される状況下でのパ

トロール及び住民の避難誘導。警職法の適用が必要

な場合における判断および捕獲実施者への命令。 

富山県自然保護課 緊急捕獲等の許可、関係機関への情報提供。 

自治振興会(町内会) 周辺住民への注意喚起及び連絡業務。 

黒部市防災危機管理班 防災行政無線等による周知。庁内関係課（学校

教育課、こども支援課等）、自治振興会への連絡。 

黒部市学校教育課 市内の各学校への注意喚起。 

黒部市こども支援課 市内の各保育所への注意喚起。 

黒部市農林整備課 緊急時又は緊急事態が想定される状況下での住

民の避難誘導。住民への注意喚起。関係機関との

連絡及び調整。報道対応。（実施隊のバックアッ

プ） 

 

 

（２）緊急時の連絡体制 

【ツキノワグマ出没時】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

クマ目撃 

自治振興会(町内会) 

黒部警察署 

各学校 黒部市学校教育課 

黒部市農林整備課 

黒部市こども支援課 各保育所 

黒部市鳥獣被害対策実施隊 

黒部市防災危機管理班 
富山県自然保護課 



- 11 - 

 

７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

 イノシシ・ニホンジカは、獣肉加工施設への搬入又は自家消費とする。学

術研究のため、ツキノワグマはサンプル採取を行い、ニホンザルは発信機の

設置を行う。その他の鳥獣や残渣については、焼却または埋設処分とする。 

 

 

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有 

効な利用に関する事項 

（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法 

食品 獣肉加工施設に搬入されたものについては、飲食店

や一般家庭用の食品として利用する。 

ペットフード 現状として利用予定はないが、活用方法の可能性を

検証していく。 皮革 

その他 

（油脂、骨製品、角 

製品、動物園等での 

と体給餌、学術研究 

等） 

 

（２）処理加工施設の取組 

捕獲者が自家消費しない個体について、捕獲者からの搬入もしくは施設職

員が捕獲現場まで引き取りに行き、ジビエとしての有効活用を進めていく。 

 

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 

 各処理加工施設において、処理加工技術の継承や衛生管理の知識等につい

て、計画的な人材育成に取り組んでいく。 
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９．被害防止施策の実施体制に関する事項 
（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 黒部市有害鳥獣対策協議会 
 

構成機関の名称  役割 

自治振興会 各地区での鳥獣害対策に係る情報の周知。 
被害状況の把握及び情報提供。 

生産組合長代表 各地区での鳥獣害対策に係る情報の周知。 
被害状況の把握及び情報提供。 

富山県新川農林振興センター

企画振興課 
鳥獣害対策全般についての指導。 

富山県黒部警察署生活安全課 住民への注意喚起。銃砲等猟具使用における

監督。 

 黒部市鳥獣被害対策実施隊 
（猟友会、地域住民、市職員） 

被害防止施策のための実践的な活動全般。 

鳥獣の出没傾向や対策についての情報提供。 

黒部市農業協同組合 農作物被害状況の把握及び被害防止対策の

指導等。 

新川地域農業共済組合 農作物被害状況の把握及び農作物被害補償

の共済保険。 

ＮＰＯ法人新川地区獣肉生産

組合 

ジビエの普及と利活用を図り、有害鳥獣を

食肉として加工し、PR・販売を行う。 
市内の鳥獣害対策の助言・サポートを実施。 

一般社団法人狩猟屋 ジビエの普及と利活用を図り、有害鳥獣を

食肉として加工し、PR・販売を行う。 
市内の鳥獣害対策の助言・サポートを実施。 

黒部市農業水産課 農作物被害状況の把握等。 

黒部市農林整備課 協議会事務局。 
上記構成機関の連絡・調整。 

 

 

連絡体制 

【イノシシ、ニホンザル等による農作物被害等発生時】 
 
          
 
 
 
 
 
 

 

 

被害報告 

黒部市農業協同組合 

黒部市農林整備課 

自治振興会・ 
生産組合長代表 

黒部警察署 

黒部市鳥獣被害
対策実施隊 

NPO法人新川地区獣肉生産組合 

（一社）狩猟屋 
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（２）関係機関に関する事項 

 関係機関の名称  役割 
富山県農村振興課 市への鳥獣被害防止総合対策事業の指導・

支援、農作物被害の取りまとめ等。 

富山県自然保護課 市への各種技術や情報等の提供、被害防除

対策の支援、指定管理鳥獣捕獲等事業との連

携等。 
   

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

平成24年度に実施隊を設立し、令和５年度は民間隊員65名（猟友会員35名、

地区住民等30名）、市職員8名、合計73名（うち狩猟免許取得者数69名）で構

成する見込みであり、毎年10名以上の新規隊員の加入を目指す。市内の被害防

止対策として、有害捕獲の実施、被害防止施策の普及啓発等に取り組んでいく。 

 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

   

 
 
10．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

   

 


